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本日の話題

 台風１８号時の桂川の洪水特性と日吉ダムの
洪水操作

 日吉ダムによる下流河川への洪水軽減効果

 亀岡，嵐山（渡月橋），桂川下流

 日吉ダムによる流木捕捉と効果

 貯水池内の流木集積

 上流からの発生源

 流木捕捉による副次的効果

 まとめ

 ダム効果に対するマスコミ，SNSの反応
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日吉ダムと桂川
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1997年，(独)水資源機構
H=67.4m，V=6600万m3

（洪水調節容量4200万m3）
A=290km2

相当雨量145mm
＝(4200×104)／(290×106)
（1/100の計画雨量は2日雨
量で349mm）

← 今回の洪水344.5mm

保津峡

京都市内



桂川の洪水流量
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H25.9.T18

亀岡盆地

出典：保津川かわまちづくり推進協議会資料（京都府）に加筆



日吉ダムの洪水調節効果

 洪水時最高水位
（サーチャージ水
位）を超える洪水
貯留により、桂川
の洪水量の軽減に
大きく貢献

 最大洪水カット量
約1546m3/s
（9/16,7時）

 防災操作 →

異常洪水時防災

操作に移行

5出典：水資源機構



日吉ダムの洪水対応履歴
"京都・亀岡：大雨警報、洪水警報,       
南丹・京丹波：大雨警報、洪水注意報 "

9/15 21:51

流入量が洪水量（150m3/s）に達し、
洪水調節を開始

22:34

9/16  1:20 保津橋水位がはん濫危険水位4.5m超過

1:50 天龍寺地点（渡月橋下流）水位がは
ん濫注意水位1.8m超過

4:57 ※16日9～10時に、ただし書き操作（異常
洪水時防災操作）開始水位に達すると予測

6:00 ダム操作に関する重要情報（計画規模を超える洪水時の操作に関する事前
情報） ※ただし書き操作開始3時間前の情報提供を行う。

6:44 流入量が最大（1,694m3/s）に到達

7:40 保津橋地点最高水位6.82m、最大流量3,102m3/s  (H16T23最高水位超過）

9:00 ただし書き操作の承認

10:32 通常のただし書き操作開始水位EL200.20mに達したが、本則操作を継続

11:00 異常洪水時防災操作に関する事前通知＜1時間前通知＞

洪水時最高水位（サーチャージ水位）EL201.00mに達したが、本則操作を継続11:25
12:01 ただし書き操作開始 ※常用洪水吐きゲート500m3/s（最大）で待機

5:05 京都府に大雨特別警報発令
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• ダム放流と下流
水位の関係

• 日吉ダムが大きく
洪水軽減
（ピークカット）

• 日吉ダムが無け
れば下流水位は
さらに上昇

• 異常洪水時防災
操作（ただし書き
放流）の影響は
ほとんど無い

日吉ダム

亀岡

嵐山

桂川下流
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10出典：国土交通省



亀岡盆地に対する効果
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JR亀岡駅

浸水深2.3m

浸水深1.0m

保津橋

さらに水位が上昇することで，家屋にお
いては床上浸水の増加，鉄道や商業施
設では電気系統の障害などが大きく発生
し，復旧に長時間を要していた可能性．



嵐山・渡月橋に対する効果
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2013.9.16（月）AM9:00頃

http://togetter.com/li/564672

水位上昇0.5m

昭和28年
昭和35年

出典：国土交通省



河床縦断の評価

13出典：桂川嵐山地区河川整備検討委員会資料（国土交通省）



嵐山（天龍寺）の過去の洪水位
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3.27m
(日吉ダム
あり(実績)
9/16, 9:00)

出典：国土交通省

3.8m
（日吉ダム
なしの場合）



15出典：国土交通省



想定されている治水対策（単独案）

16出典：国土交通省

「桂川嵐山地区河川整備検討委員会」が組織され，治水目的の河道改修（河床
掘削，河道拡幅，堤防嵩上げに加えて，固定堰の改築や撤去）と，景観の両立
を図るべく検討が進行中．



河床掘削による景観への影響
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日吉ダム湖内の流木捕捉
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世木ダム

日吉ダム

流木の捕捉により、下流の
洪水氾濫を未然に防止



世木ダム直下の流木滞留状況
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出水前(9/11) 最高水位時(9/16:14:40)

出水後(9/25) 出水後(10/7)

出典：水資源機構



濁水密度流と流木の集積の関係

20出典：貯水池土砂管理ハンドブック

世木ダムを越えた濁水
密度流が貯水池底部を
流下、その補償流が表
面を上流方向に流下
世木ダム直下流に流木
が滞留



流木の発生源（上流河道からの発生）
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出典：水資源機構



橋梁への流木集積による被害拡大

▲：落橋地点
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足羽川における鉄道橋の落橋（2004）

足羽川（2004） 玉来川（大分竹田2012）
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ダム貯水池の多面的な洪水調節効果

 福井豪雨時の足羽川／真名川流域の洪水被害の相違
（降雨強度以上に相違がある）

 真名川上流における各施設（真名川ダムなど）の効果が顕著
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足羽川における流木発生原因
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河岸横侵食（55%）

崩落する恐れのある山腹

渓流横侵食（32%）

砂防ダムおよび貯水ダムによる
渓岸・河岸縦横侵食の防止効果

貯水ダムは、湛水地内および下流河道
からの土砂・流木発生を大きく軽減（福井県山間集落豪雨災害

対策検討委員会報告書より）



福井豪雨時の真名川上流における各施設の効果
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出典：角，谷崎（2007），2004年福井豪雨における九頭竜川上流ダム群の洪水
調節効果，大ダム，No.198. 
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流木捕捉

日吉ダム

世木ダム

流木発生
予防

橋梁被害
防止



桂川下流右岸，鴨川合流点
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■ 桂川右岸では400m区間で越水、水防団＋自衛隊による懸
命な水防活動で破堤回避
■ 京都市南、右京、西京、伏見区の約24万人に避難指示、
破堤すれば甚大な被害が発生していた可能性あり



28出典：国土交通省



洪水の特徴と日吉ダムの効果（1/2）

 台風18号により、桂川上流の日吉ダムでは総雨量３
４５mm、ダムへの最大流入量1,694m3/s（日吉ダム
管理開始（平成10年）以降最大）を記録（（参考）平成
16年台風23号時の最大流入量856m3/s）

 日吉ダムは、下流の亀岡、嵐山、桂川下流の洪水流
量を軽減すべく、ダムの洪水調節容量をフル活用し
て流入水をカット（最大流入量1,690m3/sを148m3/s
に９割カット）
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洪水の特徴と日吉ダムの効果（2/2）
 この結果、保津橋地点（亀岡市保津川下り船乗場
付近）の水位を約１．５m低下、嵐山（渡月橋）地点
の水位を約０．５m低下させ、亀岡、嵐山、桂川下流
域（京都市街地（右京、西京、南、伏見区））に大き
な洪水軽減効果を発揮

 日吉ダムは、洪水とともに流入した大量の流木が捕
捉。これが流れていた場合には、下流の橋梁に集
積し、洪水氾濫が拡大（嵐山渡月橋の洪水水位もさ
らに上昇）していたことが確実

 日吉ダムは、「洪水量の軽減」と「流木の捕捉」の二
つの面で、下流の洪水軽減に大きな効果
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その他の洪水の特徴
 今回の洪水は，鴨川を含めた桂川，宇治川，木津川の
３川でほぼ同時刻の洪水ピークをもたらしている

 ３川の中では木津川の洪水流出がやや早い傾向にある
（木津川では上流の高山ダムで最大1,100m3/sの洪水
カットを行っており，この効果を考慮する必要がある）

 日吉ダムのただし書き操作（異常洪水時防災操作，最大
放流量500m3/s）への移行に伴い，桂川の各地点でわ
ずかばかりの水位変化が認められるが影響は小さい

 桂川下流（羽束師）は9/16の4時から14時過ぎまで計画
高水位（HWL7.86m）を上回る高水位が長時間継続した
が，上流の嵐山のピークよりも早く水位上昇が起こって
おり，先行する木津川や宇治川の流量増加に伴う３川合
流点水位の上昇の影響を受けていた可能性がある 31



ダム放流に関する理解
 マスコミ

 「ダム放流が洪水の原因」のレベルの低い報道がまだ多い

 ピークカット（洪水軽減）を行ったことは報道されない

 満杯になった、「ダムを守るために放流した」ことが記事になる

 言葉の持つ意味を日頃から浸透させることが必要
（ただし書き放流→異常洪水時防災操作、で改善されたか？）

 SNS
 当初は、マスコミ報道を受けた、「ダム放流 → 下流で洪水
氾濫」の書き込み多数

 ダム諸量データベースを読める人たちからの「日吉ダムは頑
張った」の声に次第に書き込みのトーンが変化

 一方、ダム操作に対するさらなる要求の声も

気象予測をもとに、事前に水位を下げておけば、もっとカッ
トが出来たのではないか？
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